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（別紙様式４―１）                    （県立高等学校・中学校用） 

                     玉名高等学校全日制 平成３０年度学校評価計画表 

 

１ 学校教育目標 

（ア）「平成３０年度県立中学校・高等学校における教育指導の重点」を踏まえ、本校の三校訓  

「至誠・剛健・進取」の具現化に努め、徳・体・知の調和がとれた全人教育をめざす。       

（イ）これまで積み上げてきた本校の教育方針に基づき教職員が一体となって、家庭や地域との連携

のもと活力ある学校づくりをめざす。 

 

２ 本年度の重点目標 

本年度教育スローガン  

「夢実現・未来への挑戦」 

① 玉名高等学校生徒としての基本的な生活習慣の確立 

② 教師の授業力向上及び個に応じた相談対応、学習指導及び進路指導 

③ 校務全般の効率化等の学校改革の推進 

④ 特別活動（生徒会・部活動等）を生かし、自主性や創造性、奉仕の精神などの育成 

⑤ 地域・保護者との連携 

⑥ 読書活動の推進等、言語環境の整備 

＜評価＞ Ａ：よくできている Ｂ：大体できている Ｃ：ややできていない Ｄ：できていない 

３ 自己評価総括表 

評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 

学校 

経営 

学校の

組織力

の向上 

学校組織の円

滑な運営と活

性化 

課題・情報の共有化 

協働意識の高揚 

コミュニケーショ

ンの充実 

学年部とそれを支

える他の分掌や教

科の連携・協力 

各分掌･教科の連携 

管理職への早急な報告

・連絡・相談体制の確立 

管理職から職員への目

配り・気配り・声かけ 

運営委員会の活性化 

Ｂ 

運営委員で意見交換し、他の

分掌と連携し、全職員に対し

ても早めの周知をしている

が、学校評価アンケートにお

ける職員の肯定感は、昨年度

よりもさらに減少した。 

本校は、高校全日制・定時制

並びに附属中学校があり、行

事等が錯綜することがある。

職員間での情報共有、意思の

疎通及び「報告・連絡・相談」

をさらにこまめに行うととも

に、管理職から職員への目配

り・気配り・声かけをきめ細

かに行うことにより、組織と

しての運営が円滑に行われて

いくものと考える。 

職員研修の充

実 

人権教育で３回、進

路指導で３年３回、

１・２年は２回、

ICT活用で１回実

施する。 

人権教育部、進路指導部

（教務部とも連携）、情

報管理部で立案し、全職

員で実施する。 

Ｂ 

人権教育部及び情報管理部の

研修の回数は目標を達成した

が、進路指導部の研修は、全

職員対象のものを１回しかで

きなかった。高大接続など進

路指導に関する研修の必要性

は実感しているものの、時間

の確保が難しいという現状が

ある。 

次年度に向けて、必要な職員

研修が無理なく計画できるよ
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う、研修内容や実施時期など

の改善を図っていく。 

安全な

学校づ

くりの

推進 

安全点検表に

よる点検と改

善 

各学期に１回、教室

や施設等の安全点

検実施。点検率100

％を目指す。 

保健環境部が立案し、全

職員で取り組む。 

 
Ａ 

各学期の安全点検率は100％

であった。修理等が必要な箇

所については事務室と連携し

て取り組みをしていきたい。 

緊急事態対応

の徹底 

避難経路の確認と

災害避難訓練の実

施。 

総務部が立案し、学校全

体で取り組む。 

Ａ 

避難経路は４月当初に職員･

生徒に周知。避難訓練は、火

災発生箇所のブラインド型

訓練を行い、学校運営協議会

で内容を検討していただい

た。 

学校改

革 

生徒と向き合

う時間の確保

のための工夫 

校務の精選等によ

り、職員の時間外勤

務時間を縮減する。 

衛生委員会を、原則とし

て月１回開催すること

とし、職員の時間外勤務

の状況等の情報共有を

行い、運営委員会等で校

務改善等を検討する。 

Ｃ 

月１回開催する衛生委員会で

職員の時間外勤務の状況等の

情報共有を図るとともに、そ

の概要については職員にも周

知し、時間外勤務の縮減への

意識喚起に努めた。その結果、

昨年度に比べて、１月当たり

８０時間以上の時間外勤務を

行った職員の割合は減少し

た。 

また、教務部では、授業評価

アンケート処理システムを作

成し、担当者のデータ処理の

手間を大幅に削減することが

できた。 

学校評価アンケートでは、職

員の肯定感は昨年度より若干

上昇したが、まだ半数を超え

る職員が否定的な評価であ

る。引き続き、校務の精選等

について検討を進めるととも

に、教務部のような校務改善

を他の部署にも広げていく。 

授業改善への

取組の充実 

すべての職員が、次

期学習指導要領（主

体的・対話的で深い

学び、他）をふまえ

た授業改善に取り

組む。 

互観授業週間を活用す

る。職員は授業改善に取

り組むとともに、相互に

参観し、情報交換を行 

う。 

年２回（１・２学期期末

考査後）、生徒による授

業評価を実施する。 

Ｂ 

互観授業による情報交換の取

組が定着してきた結果、職員

の授業改善に対する肯定感は

昨年度を上回った。また、授

業の充実に対する生徒の肯定

感も昨年度を上回った。 

 

学力 

向上 

確かな

学力の

養成と

授業の

充実 

教科シラバス

の作成 

評価の観点などを

盛り込んだ、次年度

に繋がる質の高い

ものを作成する。 

教務部を中心に教科全

体で取り組む。 
Ａ 

生徒に各教科の年間指導計画

を分かりやすく提示すること

ができた。 

互観授業週間

の設置 

２学期に３週間、全

教科で実施する。 

教務部が各教科と連携

しながら学校全体で取

り組む。 

Ａ 

互観授業による情報交換の取

組が定着してきた。今後は中

高間の互観を活発にしたい。 
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公開授業の実

施 

各学期に１回、土曜

日に実施 

（７･１１･２月を

予定）する。 

教務部が立案し学校全

体で取り組む。 

Ｂ 

授業の充実に対する生徒の肯

定感は増加しているが、参観

者が年々減少しているので、

次年度は参観者が増えるよう

な手立てを考えていく。 

授業評価アン

ケートの実施 

１・２学期期末考査

前に全学年で実施

する。 

教務部が立案し学校全

体で取り組む。 

Ａ 

アンケート結果を点数化し、

自分の教科の平均と比較でき

るようにするなど、授業改善

のポイントを分かりやすく示

した。 

個に応

じた学

習指導 

自学時間調査

の実施 

１・２学期期末考査

前に全学年で実施

する。 

教務部が立案し学校全

体で取り組む。 
Ａ 

調査結果を教務部で分析して

配付し、全職員で共通認識を

持つことができた。学習習慣

の定着に生かしたい。 

生徒理解の推

進 

クラス裁量ＬＨＲ

や、個人面談時間の

確保。生徒情報の共

有。 

家庭訪問を実施す

る。 

教務部が各部と連携し

て立案し、学年主任を中

心に、全クラスで取り組

む。 
Ａ 

年間計画を作成し、計画的に

ＬＨＲ等を実施した。ＬＨＲ

等の時間は特別時間割を作

成して最大限確保した。 

習熟度別授業

の実施 

１・２年の数学と英

語、３年の数学で実

施する。 

教務部を中心に関係教

科で取り組む。 Ａ 

現状で最大限実施しており、

生徒の実態に応じた授業実践

ができた。 

中高一

貫教育

の推進 

６年間

を通じ

た中高

一貫教

育指導

の充実 

中高一貫教育

を生かしたカ

リキュラムの

構築 

中高の接続を意識

した特色ある教育

活動を可能とする

カリキュラムを編

成する。 

附属中と連携し、高校教

員が附属中生に特別講

義を行うなど、併設型中

高一貫教育校の特性を

生かした取組を行う。 

Ｃ 

本年度は、初めての取組とし

て、高校職員が附属中３年生

に特別講義（国語・社会・数

学・理科・英語）を行った。

また、併設型中高一貫教育校

の特性を生かした教育を検討

する委員会を設置し、複数回

にわたり中高連携の取組につ

いて審議した。 

このような取組以外にも、日

常的に中高連携を意識し、附

属中の取組について積極的に

高校職員へも周知したことな

どから、学校評価アンケート

での職員の肯定感は上昇して

いる。 

しかしながら、取組はまだ十

分とはいえず、職員の評価も

半数以上が否定的であること

から、改善すべき所は改善し

て６年間を見通した特色ある

活動について検討し、できる

ところからひとつひとつ確実

に進めていく必要がある。 

キャリ

ア教育

の推進 

進路希

望に応

じた学

コースの特性

を生かした教

育活動の展開 

文系コース・理系コ

ースで、それぞれの

系統の特性を生か

教務部を中心に、学年・

教科と連携して取り組

む。 

Ｂ 

２・３年生は、文系が４クラ

ス、理系が３クラスの編成で

ある。教科によっては、習熟
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(進路 

指導) 

 

 

力の向

上 

した教育活動を行

い、生徒の進学希望

を実現させる。 

教務部及び進路指導部

が中心となり各学年で

実施する。 

度別展開を行うなど、生徒の

力に応じた指導が行われてい

る。今後は、教務部と進路指

導部、さらには各教科との連

携を深めたい。 

進路意

識の高

揚 

 

進路講演会は

じめ各学年に

応じた取組の

充実 

年２回「キャリア教

育講演会」を実施す

る。 

進路指導部が企画し、学

校全体で取り組む。 

Ａ 

今年度は２回実施した。講師

は、大津愛梨氏（ＮＰＯ法人

田舎のヒロインズ 理事長）

と中西紀雄氏（ＮＨＫカメラ

マン・本校卒業生）のお二人

であった。生徒は、いずれの

講演でも、講師の方の生き方

や考え方に触発され、自分の

進路や生き方・あり方を見つ

め直す良い機会となったよう

だ。 

キャリア教育「イン

ターンシップ」を実

施する。 

進路指導部で企画し、高

校２年生を対象に実施

する。 
Ａ 

春休みに医療系インターンシ

ップを実施し、昨年度同様農

業体験インターンシップも３

月に実施する予定である。 

若駒キャリア塾（職

業別講話）を実施す

る。 

同窓会・育友会等との連

携・協力のもと、進路指

導部が企画し、中学３年

生と高校１年生を対象

に実施する。 
Ａ 

今年度は１学期に実施。同窓

会等の支援も得ながら、今年

度も昨年度同様１３の職種か

ら各１名ずつの講師を招き実

施した。さらに、今年度は、

理系の充実を図るため、平田

機工のエンジニアの方を招く

など新たな試みも行い、生徒

の職業に関する認識を深める

ことができた。 

一日若駒大学（出張

講義）を実施する。 

進路指導部が企画し、高

校１・２年生を対象に実

施する。 

Ａ 

今年度は、１０月に九州内の

国公立、私立大から講師を招

き、１８の講座を開講した。

昨年度と同に、講義に引き続

いて生徒同士の班別討議も実

施した。これにより、生徒は

さらに理解を深め、討議する

面白さも感じることができ、

進路目標への意欲を高めるこ

とができた。 

ようこそ先輩（大学

の学部・学科説明 

会）を実施する。 

進路指導部が企画し、６

月に高校２年生を対象、

９月に高校１・２年生を

対象に実施する。 

Ａ 

計画通り、６月と９月に、実

施した。また、今年度は、初

めて附属中学校の３年生も参

加した。これは、高校１年生

からの文・理選択を見据えて

の参加であった。生徒は、年

齢の近い大学生に親近感を感

じつつ、大学での研究内容や

生活に大変関心を持ち、進路

実現への意欲を高めた。 
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進路指導力の

充実 

各種説明会、進路研

究会へ参加する。 

進路指導部が立案し、各

学年及び進路指導部職

員を派遣する。 Ａ 

学習指導要領の改編による高

大接続改革に関する研究会や

各大学の入試説明会などに参

加し、進路指導力の向上に努

めた。 

先進校視察を実施

する。 

進路指導部と附属中学

校が連携して立案実施

する。 

Ｂ 

「総合的な探究の時間」の導

入や高大接続改革等へ向けた

先進校視察を計画中である。 

生徒 

指導 

基本的

生活習

慣の確

立 

挨拶及びマナ

ー指導 

年間を通じて、教育

活動の全ての場面

において取り組む。 

登校指導・下校指導を生

徒指導部で企画し、全職

員で取り組む。 

生徒会各種委員会によ

る挨拶運動を実施する。 

Ｂ 

挨拶状況は悪くはないが、集

会や講演等でのマナーは低下

しているように見受けられ、

校外においてどの程度できて

いるのか心配している。 

今後は、全職員での登下校指

導の機会だけではなく、日頃

の取組を大切にした指導に力

を入れるとともに、生徒会や

委員会での啓発活動を促した

い。 

整容指導の実

施 

学年集会等で整容

指導を年８回実施

する。 

日常的な指導を実

施する。 

検査は生徒指導部が立

案し各学年と連携して

実施する。 

全職員で指導する。 
Ａ 

違反者は１１月には１％台に

なり、悪質な事案や再々検査

もなく良好である。学期はじ

めの検査で違反者数が多い傾

向にあるため、事前指導を徹

底する。 

交通安全意識

の高揚 

登校指導年６回、下

校指導週２回、新規

単車通学生への免

許取得指導を実施

する。 

単車通学生の実技

講習会を年１回、保

護者会を年２回実

施する。自転車２重

ロック点検を毎月

１回実施する。交通

講話を実施する。 

登校指導は生徒指導部

で立案し、全職員で実施

する。下校指導は生徒指

導部が実施する。 

単車通学生への指導に

ついては、地元の企業や

自動車学校、警察署と連

携した活動を行う。 Ｂ 

年度当初から県内で死亡事故

や本校生徒の単車通学生の事

故が発生したこと、また、外

部から苦情が寄せられたこと

を踏まえ、強化事項として全

職員での啓発を進めてきた。

単車通学生（特に２年生）に

関しては、当初の計画以外の

集会をはじめ、保護者同席の

集会の開催や関係機関との連

携など、より力を入れて指導

した。その結果、２学期以降

の事故や苦情は減少した。 

二重ロックの施錠率について

は、さらにその向上を図る。 

生徒会

・部活

動等の

活性化 

 

生徒を全面に

出す取組の推

進 

各種行事等での生

徒の自主・自律を促

す。 

生徒が企画・立案したも

のを生徒会担当職員を

中心に、全職員で支援し

ていく。 

Ｂ 

生徒会が企画・立案した活動

では、生徒の自主・自律をさ

らに促すため規制の緩和等に

取り組んだが、自主・自律の

意識を高めるまでには至らな

かった。 

今後も、生徒が、自主・自律

の精神を理解し、行動するこ

とができるようになるよう支

援していく。 
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生徒会の公約の実現に向けた

取り組み支援をする。 

文武両道の

推進 

下校時間を徹底さ

せる。 

部活動等の計画的

な推進を図る。 

各部活動顧問との連携

及び下校指導を実施す

る。 

各部活動顧問との連携

と、活動実績により活動

状況を把握する。 

Ａ 

部活動生の下校指導に関して

はほぼ定着してきている。 

各部活動の計画、実績の把握

は、成果だけでなく安全面か

らも重要であるため、継続し

た取り組みを実施する。 

人権教

育の推 

進 

研修の

充実と

推進体

制の機

能強化 

年間指導計画

の作成と校内

研修の実施 

年度当初に年間計

画を作成し、年間３

回校内研修を実施。

また校外研修へも

積極的に参加する。 

人権教育部が立案し、全

職員で取り組む。人権教

育推進委員会にてその

都度総括を行い、次年度

の計画策定の参考とす

る。 

Ａ 

年間計画に沿って校内研修を

実施することができ、また、

多くの職員が校外研修に参加

した。ニーズに沿った研修テ

ーマを設定していきたい。 

指導方

法等の

工夫と

改善 

教科指導にお

ける取組の推

進 

人権教育の視点を

持った教科指導を

促す。 

人権教育全体計画の中

に各教科・科目の目標を

設定し、それに従って教

科指指導を行う。 Ｂ 

人権教育全体計画の中に各教

科・各部の目標を設定し、教

育活動全般において人権教育

の視点に立った指導を図るよ

う努めた。日常的な指導の充

実につながる手だてを模索し

たい。 

ＨＲ活動にお

ける取組の推

進   

１年生５回、２年生

４回、３年生３回実

施する。 

各学年の人権教育担当

が立案し、学年全体で取

り組む。 
Ａ 

人権教育推進委員会を定期的

に開催し、授業内容の検討・

総括を行いながら、計画に従

って取組を進めた。よりよい

教材の発掘に努めなければな

らない。 

学習機

会の充

実と指

導者の

育成 

外部講師によ

る講演会の開

催 

人権教育講演会や

職員研修を実施す

る。 

対象学年の状況に応じ

た内容、本校教職員に必

要な内容を吟味して人

権教育部が立案し実施

する。実施後も総括等を

行い、更に理解の進化を

図る。 

Ａ 

特別支援教育、同和教育等の

テーマごとに外部講師をお招

きして、職員向けの講演会を

開いた。また、高校１年生を

対象に「スマホ・ネットリス

ク」に関する講演会を実施し

た。次年度も継続したい。 

家庭への啓発

活動の推進 

学年保護者会等に

おける講話と、ＨＰ

や育友会だよりを

利用した啓発活動

を実施する。 

入学式や育友会総会等

で学校の取組を周知し、

啓発を行う。人権教育部

やスクールカウンセラ

ーからの「たより」を発

行し、学校での取組をＨ

Ｐで紹介する。 Ｃ 

入学式で人権教育部の取組に

ついて説明を行った。「人権

教育部からのお知らせ」を複

数回配付して、「家庭でのい

じめチェック」、相談窓口の

紹介等を行った。また、学校

ＨＰを通してＬＨＲ活動等に

ついての紹介を行った。保護

者アンケートでは、「わから

ない」という回答はわずかに

減少したが、今後も多様な手

だてについて検討する必要が

ある。 

「命を

大切に

する心

自他の命を大

切にしようと

する姿勢の育

関連するテーマの

授業を設定し、「命

を大切にする」視点

人権教育ＬＨＲ計画の

中の「いじめ」や「拉致

問題」をテーマにした授

Ｂ 

「命を大切にする心を育む」

テーマに関する人権教育ＬＨ

Ｒの実施や、「命」に関連す
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を育む

」指導 

成 をもって日常的な

指導を行う。 

業等を軸に「命を大切に

する」ことを訴える。ま

た、その視点をもって日

常的な指導に当たるよ

う職員に働きかける。 

る授業を関係教科で行った。

日常的に様々な活動の中で「

命」について語っていくこと

を今後も継続していく。 

いじめ

の防止 

等 

いじめ

の未然

防止と

早期発

見 

 

生徒の意識高

揚 

６月の「心のきずな

を深める月間」をは

じめ、年間を通して

啓発活動を実施す

る。生徒会からもい

じめ根絶宣言をす

る。 

人権教育部が立案し、生

徒指導部、いじめ防止等

対策委員会をはじめ学

校全体で取り組む。 

Ｃ 

心のきずなを深める月間では

標語を作成し、書道部に墨書

を依頼して文化祭で展示し、

後日校内各所で掲示した。 

いじめ問題に関する授業（Ｌ

ＨＲ）も実施した。しかしな

がら、いじめの根絶には至っ

ておらず、日常的な指導が必

要である。 

職員の意識高

揚 

「いじめ防止基本

方針」等の理解を深

める研修を実施す

る。 

Ｂ 

最初の職員研修でいじめ防止

基本方針等について職員に周

知した。また、いじめ防止基

本方針の改訂作業を進めた。 

いじめの早期

発見 

学期に１回「心のア

ンケート」を実施す

る。 

Ｂ 

計画通りに心のアンケートを

実施し、いじめの発見につな

げることができた。アンケー

トだけでは拾い上げきれない

件もあるため、「匿名通報ア

プリ」等の周知徹底も図りた

い。 

生徒理

解の推

進 

組織的な生徒

支援 

各学期に生徒支援

委員会を開き、生徒

情報の共有を図る。 

ケース会議の充実。 

人権教育部や各学年が

立案し、生徒指導部、生

徒支援委員会をはじめ

学校全体で取り組む。 

Ｂ 

計画通りに生徒支援委員会を

開き情報共有の機会を得た。

支援の具体化のために、ケー

ス会議の充実や支援計画の作

成促進を図る必要がある。 

親身になった

教育相談 

担任面談の充実を

図る。 

スクールカウンセ

ラーの活用 

Ｂ 

担任面談は随時行われている

が、そのための時間設定が難

しい。スクールカウンセラー

の予約は常に埋まっている状

態である。「相談に親身に応

じている」という生徒アンケ

ートの肯定感は上昇している

が、今後も手だてについて検

討する必要がある。 

言語 

環境の 

整備 

読書活

動の推

進 

蔵書の充実と

図書館内の整

備 

選書にあたり、先生

方の希望を大いに

取り入れる。利用し

やすい図書館づく

りに努める。 

先生方に図書購入希望

調査を提出してもらい、

意見、アイディアをいた

だく。興味をひく特設コ

ーナーを設置する。 

Ａ 

職員のリクエストや意見をも

とに、随時、社会の動向とリ

ンクした、生徒の興味をひく

特設コーナーを設置すること

ができた。 

朝の読書の実

施 

学期毎に２週間程

度、全職員・全生徒

で１０分間実施す

る。 

通年実施へ向けて

の検討をしていく。 

図書部が立案し学校全

体で取り組む。 

より効果的な取り組み

が出来るように改善を

していく。 

Ｂ 

通年実施を検討したが、実施

には至らなかった。 

学期毎に２週間程度、実施す

ることができた。 
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図書だよりな

どの発行 

月１回以上発行す

る。 

 

図書部等が立案し実施

する。 Ａ 

「新刊案内」、生徒による「リ

ブダイアリー」、「考人」と

順調に発行できた。 

図書館終礼の

実施 

１・２年各クラスで

年間１回以上実施

する。 

図書部等が立案し実施

する。 Ａ 

クラス毎に１年生１回、２年

生２回、実施した。貸出数の

伸びに貢献した。 

書く力

の育成 

小論文指導の

推進 

各学年とも総合的

な学習の時間で「小

論文作成」に取り組

む。 

各学年と進路指導部が

連携企画し、学年全体で

取り組む。 

可能な限り、議論や協働

的な取り組みを導入し、

立論する力、表現する力

を育成する。 

関係職員の意見を聞き、

最新の入試テーマに基

づいた小論文資料（本）

を充実させる。 

Ｂ 

各学年間および進路指導部と

各学年との連携は、概ねとれ

ていた。 

また、討論やディベートなど

にも積極的に取り組んだ。 

小論文関連の書籍や資料の充

実に関しては、不十分であっ

た。 

次年度へ向け、さらに思考し

書くこと（表現）ができる力

の養成に努めたい。 

保健 

環境 

指導 

環境教

育の推

進 

学校版環境Ｉ

ＳＯの取組 

学期毎の環境週間

（エコチェック・美

化チェック）の取組

を徹底する。 

保健環境部が生徒指導

部及び附属中学校と連

携・立案し、学校全体で

取り組む。 

Ｂ 

学校全体で取り組むことがで

きてきた。更に生徒と職員の

意識向上を促すような取組を

考え、環境を良くする行動を

とらせたい。 

温暖化防止へ

の取組 

省エネ・省資源に取

り組む。 

保健環境部が立案し、学

校全体で実施する。 
Ｂ 

照明灯の自動化が進んだ。こ

まめな電源オフや裏紙利用は

定着してきた。更に節水やゴ

ミ減量などを推進したい。 

健全な

心身の

育成 

健康診断後の

治療率向上 

保健だより・治療勧

告書で定期的に治

療を促す。 

保健環境部が企画し、各

学年で取り組む。 

Ａ 

生徒自身が生涯にわたり主体

的に健康管理に取り組む資質

を育みたい。また、保護者の

協力が必要不可欠であるた

め、より理解を得られるよう

にしたい。  

外部講師によ

る講演会の開

催   

性教育講演会（学年

別に１回、年間計３

回）を開催する。 

保健環境部が立案し、全

学年で実施する。 

Ａ 

各学年別実施は発育発達の観

点からみても効果的である。

保護者にも講演会への案内を

行った。本年度は薬物乱用防

止講話も実施した。 

保護者

・ 

地域住

民との

連 携

（コミ

ュニテ

ィ・ス

クール

など） 

 

育友会

との連

携 

育友会だより

作成の支援 

定期発行版及び臨

時発行版のための

資料を提供する。 

総務部が中心となり、全

職員で対応する。 
Ａ 

広報委員会からの原稿依頼に

対して、該当職員・該当生徒

から、スムーズに原稿の提出

が行われた。 

体育祭・若駒

祭・小岱山一

周大会での連

携 

学校との役割分担

の明確化と連絡体

制を整える。 

総務部が中心となり学

校全体で取り組む。 
Ａ 

学校と育友会が互いの役割・

仕事を事前に相談・明確化す

ることで、それぞれの仕事を

円滑に行うことができた。 

育友会総会や

地区懇親会等

での連携 

育友会本部役員と

協力して、資料･説

明を工夫する。 

地区委員と連携を

とり、円滑に開催で

総務部が中心となり学

校全体で取り組む。 

総務部と育友会事務職

員が協力し、学校全体で

取り組む。 

Ａ 

総会では育友会本部と協力し

て計画を立て、資料作成･会場

の準備のサポートを行った。 

地区懇親会は、地区委員と事

務局本部とが連携して、１９
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きるようにする。 地区すべての地区で実施され

た。 

地域へ

の貢献 

地域への開放

、地域への貢

献を意識した

活動の充実 

公開授業、夏休みの

学習支援活動を行

う。（地域児童） 

地域の行事などに

積極的に参加する

意識を養う。 

各担当を中心に全職員

で取り組む。 

地域の行事への参加者

募集などには、学級担任

が積極的に参加するよ

う呼びかけを行う。 

Ａ 

公開授業を毎学期行うことが

できた。また、学校行事等を

含めて地域の方や保護者の方

にも学校の様子や授業への様

子を参観していただくことは

できた。 

今年度も、夏休みの学習支援

活動「学びたいっ子応援隊」

を本校で実施した。 

また、地元の小中学校で行わ

れた学習支援等のボランティ

ア活動には、主に教員志望の

本校生徒が参加した。これは

学校間の交流を深めるととも

に、本校生徒のキャリア教育

の場ともなり、効果も見られ

たため、次年度以降も積極的

に取り組んでいく。 

その他、地域の行事への参加

者募集も積極的に行い、６月

のしょうぶまつりでは本校生

徒が「花摘み娘」として参加

した。 

ボランティア

活動の推進 

ボランティア委員

会を中心に活動を

実施する。学年毎の

取組を推進する。 

ボランティア委員を中

心に、学年及び全体に呼

びかけ活動する。 Ａ 

前年度を上回る参加数で実施

することができた。３学期は

花植の活動も取り入れた。自

主活動として定着してきてい

る。 

地域と

の連携 

防災型コミュ

ニティスクー

ルの充実 

防災型コミュニテ

ィ・スクールの活動

をとおして、地域と

の連携を深める。 

学校運営協議会におい

て、大規模災害時の連携

・対応マニュアルを検討

する。 

Ａ 

昨年度の学校運営協議会で、

審議・作成した「大規模災害

時における学校施設の避難

所等利用に関するマニュア

ル」を地域の区長会で周知し

た。９月には、玉名市と市内

県立３校との「災害発生時の

学校施設の利用に関する基

本協定」を締結した。 

 

４ 学校関係者評価 
学校評議員会及び学校関係者評価委員会（平成３１年（２０１９年）２月１２日実施）での御意見 
（１）評価いただいた点 
  ①玉名高校の教育活動については、レベルが高く、活動範囲がとても高いと思った。それだけ生

徒にとっては良い刺激になっていると思う。 
  ②ホームページでの情報発信は昨年より良くなったと感じる。 
  ③きれいに整えられ、また、伝統を伝える行事なども行われていて良いと思う。 
  ④先生方の体調が心配なくらい頑張られていると感じている。 
  ⑤附属中学校、高校全日制・定時制ともにマンパワー不足を感じる中、献身的に取り組んでいる

と思う。「働き方改革」の中で、保護者としても学校理解（応援）していきたい。 
  ⑥大変時間を使い、学力向上に尽力していただいている。 
  ⑦教育活動を見ると、先生方はもっと自己評価を高くしても良いと思う。 
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（２）改善に向けた要望等 
  ①地元の中学生と交流する機会があったが、中学生にとって玉名高校が選択肢に入っていないこ

とが非常に気になった。若駒祭（文化祭）などもっとＰＲした方がよい。 
  ②学校評価アンケートの結果、いじめの未然防止の取組が「できていない」と回答している生徒

が9.3％いたのが気になった。また、先生方の自己評価が低いのも気になる。生徒や先生の心
のＳＯＳを発することができる環境づくりをお願いしたい。 

  ③いじめ防止の対策を具体的に考察いただきたい。 
  ④授業改善については、小学校・中学校・高校で連携した取組が必要だと感じている。 
  ⑤学校評価アンケートの中で、職員・生徒・保護者の温度差を感じる質問項目があり、気になっ

た。保護者の評価が生徒の評価と同じようにならないのが不思議だ。 
  ⑥保護者の学校評価アンケートで「分からない」という回答があることについて、大人が関心を

持つ手立てを育友会としても考えていきたい。 
  ⑦なかなか解決が難しい項目もあるが、一人で抱え込まない日頃の人間関係づくり、問題行動の

防止が必要だと思う。 
  ⑧時間外勤務時間が８０時間を超える先生がいらっしゃるとのことだが、頑張りすぎて病気にな

らないようにしてほしい。早く帰る時間をとるなど、先生方の負担が少しでも減るようにして
いただきたい。 

  ⑨附属中学校、高校全日制・定時制と３つの総合力を生かした学校づくりを期待する。 

 

５ 総合評価 
 本年度は、教育スローガンを「夢実現・可能性への挑戦」から「夢実現・未来への挑戦」と変更し
た。生徒の「夢実現」に向けて、未来へ挑戦できるよう、職員一丸となってさまざまな教育活動に取
り組んできた。 
 学校評価における評価項目のうち、「よくできている」とするＡ評価と「大体できている」とする
Ｂ評価の項目数がともに増加し、「ややできていない」とするＣ評価の項目数は半減した。昨年度は
評価項目については見直しを行ったため、特に新規の評価項目を中心に評価が厳しくなり、Ｃ評価が
増加したという状況だったが、本年度は、評価が下がった項目の改善に向けて各部署で真摯に取り組
んだ結果、評価が上昇したと考える。 
 特に、昨年度から導入した授業評価アンケートについては、結果のデータを授業改善に結びつけや
すいように改善し、地域への貢献を意識した活動の充実については、地域あるいは地元の学校などの
行事により積極的に生徒の参加を促すなど、目標の達成に向けてしっかりと取り組んだ。その結果、
多くの職員が「よくできている」と評価したため、本年度は昨年度から評価を上げた。 
 一方、昨年度からの新項目「生徒と向き合う時間の確保のための工夫」、昨年度目標の中身を変更
した項目「中高一貫教育を生かしたカリキュラムの構築」については、新しい取組を行うなど目標を
達成するために関係部署等で努力しているものの、効果についてはなかなか実感することができない
ためか「ややできていない」「できていない」とする職員が過半数を占めており、Ｃ評価のままとし
た。 
 また、人権教育部の「家庭への啓発活動の推進」や「いじめの未然防止と早期発見」の「生徒の意
識高揚」については、昨年度も評価が低かったため、人権教育部を中心に対応策を講じたが、芳しい
結果にはならなかったため、評価を上げることはできなかった。 
 このように、本校の教育目標の達成に向け、各担当部署を中心に、学校評議員の御意見や学校評価
アンケートの結果などを参考にして積極的に取り組んでいるものの、その効果の出方に差があり、そ
れが評価の差となって現れていると考えられる。 
 したがって、次年度以降も、今年度までの取組を継承しつつ、その効果について検証し、改善を図
っていくことが必要であると考える。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
 学校評価アンケート、学校評議員会及び学校関係者評価委員会での御意見を踏まえ、さらには、こ
こ数年の本校への入学志願者の状況などから、次年度は、「玉名高校・玉名高校附属中学校の魅力を
いかに地域に発信していくか」が課題であると考える。 
 そのための改善方策として、以下の２点をあげたい。 
（１）学校の教育活動について積極的に情報発信するとともに、地域への貢献を意識した活動のさら

なる充実を図る。具体的には以下のとおり。 
  ①ホームページの充実 
    …「担当者」ではなく「すべての職員が情報発信者」という意識を持って、ホームページの

更新を随時行い、生徒の活躍などを積極的に発信する。 
  ②地域への貢献 
    …次年度以降も地域や地元小中学校の行事に生徒が積極的に参加するなど、地域から愛され

る玉名高校生・玉名高校附属中学校生を育てる。 
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  ③併設型中高一貫教育校ならではの取組のＰＲ 
    …本校の特色である併設型中高一貫教育校ならではの教育活動を積極的にＰＲし、本校でし

かできない教育を充実させる。 
（２）学校改革の推進（生徒と向き合う時間の確保に向けた工夫、授業改善への取組の充実） 

（１）の取組を充実させるためには、まず、職員が時間的なゆとりを持つことが必要である。
昨年度から毎月１回衛生委員会を開催し、職員の時間外勤務の状況を把握しており、業務の精選
や簡素化などを呼びかけてきた。その結果、部署によっては改善策に取り組んでいるところも出
てきた。効果的な改善策を打ち出すことは難しいが、改善できるところから取組をすすめる工夫
を全職員が意識するよう取り組んでいく。 
また、学校の魅力としての「授業の充実」は、やはり必要な視点であると考える。次期学習指

導要領を見据えた授業改善への取組の充実を積極的にすすめていく。 

 


